






















































































































　先日、2011年1月22日（土）から28日（金）、Dr. Robert J. Marshak氏を
米国NTLより招聘をして、南山大学人間関係研究センター主催の第2回組織
開発ラボラトリー「隠れたプロセスを扱うDealing with Covert Process」が開
催されたのである。このプログラムは、6泊7日といった長い時間をかけての
ワークショップであった。ワークショップの前半に、Dr. Robert J. Marshak氏
の提唱する1つの明白なプロセスと、5つの隠れたプロセス（Covert Process）
が含まれるプロセスという考え方の説明が行われた。特に、その隠れたプロセ
スを理解するための基本的な視点としてプリズムというメタフォアを使い、そ
のプリズムを構成する要素を点検しながら、隠れたプロセスを深く探求するプ
ログラムが展開されたのである。そのプログラムを通しての自己と対峙する体
験は、参加者にとってインパクトの強いものになったようである。
　このワークショップには、組織変革に携わっていく人間として、自分が焦点
づける人・グループ・組織にどのように関わるか、そのありようがとても重
要であるという考え方がある。組織変革のために、自分をいかに活用するか
（Use of Self）が重要な視点であり、そのことは対象の人やグループ、組織と
どのように関わっているかのプロセスに絶えず焦点をあてながら変革に取り組
むことの重要性を伝えようとしてくれていたのである。
　このワークショップを通して、プロセスに気づき、自分自身の、また自分の
グループの、また組織の、可能性を探究するための取り組みを参加者ととも
に、安全な風土を創りながら実践していくことの大切さも学んだのである。と
てもインパクトのある学びのプログラムであり、このワークショップを通し
て、プロセスを取り扱うことが人の人とのかかわり方、人の生き方を考えるよ
き機会になることを再確認することができたのである。
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一人ひとりを大切にした関係づくりをめざして
　私のこれからの人生のdirection（方向づけ）として、一人ひとりの思いを
大切にした関係づくりをめざしたいと考えている。先に書いたように、自分が
関わる人々との間では、隠れたプロセスを共有しながら、思いを語り合いなが
ら、物事を決めたり、実行できたりできる関係を創っていきたいと考えてい
る。
　2010年の11月末、西村勇也氏とBob Stilger氏をファシリテーターとして迎
え、人間関係研究センター 10周年記念事業で「体験学習の未来を“対話”を通
して創造する」ミーティングを行った。その二日後に、Bob Stilger氏と対談
する機会があり、その対談の中で彼から出てきた「direction」という言葉が
強く印象に残っている。「自分は何のために、何をめざして活動をしているの
か？」「自分は何をめざして生きているのか？」「自分はどちらに向かって歩い
ているのか」といった問いに対する自分なりの答えをもっていることの重要さ
をその対談から感じたのである。
　それは、コミュニティにおける合意形成に関するディスカッションしている
ときのことであった。マイノリティの意見、一人ひとりの意見が尊重され、話
し合いが続けばマジョリティの意思決定が覆されることも起こりうるといった
Bob Stilger氏の体験談の話を聞かせてもらっていたのである。その中で、Bob 
Stilger氏にとって、一人ひとりがコミットして、意思決定していくことがで
きる世界を創り出すことが、私の一つのdirectionと言われたのである。それ
も、そうした世界が、日常生活でお風呂に入るように、日常的に行えるように
なってもいいのではないかとさえ。すぐに筆者は、「そのことは、あなたは実
現できると考えていますか？」と質問したら、「それは、自分が生きている間
に実現することは、難しいだろうけども」と答え、続いて「でもこれが私の
directionだ」とも。
　これが、directionかと、強く感激したことを覚えている。私が何のために
生きているのか？私が何のために仕事をしているのか？今、私は、「プロセス
に気づくこと、プロセスから学ぶこと、そしてプロセスに生きること」、この
ことができる社会を創りたいと考えている。それは、数年後にそのような世界
ができあがるというよりは、表題にも書いたように、結果としてではなく、「プ
ロセスから学び合う関係づくりの実現」をめざしたいと考えている。一人ひと
りの気持ちや思いが大切にされる関係づくりをめざしながらも、それがうまく
いかないことからも学び合う関係が生まれる世界の実現をめざして、残りの人
生、楽しんでみたいものである。
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